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制限付権利の説明

プログラムの使用、複製または開示は、オラクル社との契約に記された制約条件に従うものと

します。著作権、特許権およびその他の知的財産権に関する法律により保護されています。

当ソフトウェア（プログラム）のリバース・エンジニアリングは禁止されております。

このドキュメントの情報は、予告なしに変更されることがあります。オラクル社は本ドキュメ

ントの無謬性を保証しません。

*オラクル社とは、2UDFOH#&RUSRUDWLRQ（米国オラクル）または日本オラクル株式会社（日本オラ

クル）を指します。

危険な用途への使用について

オラクル社製品は、原子力、航空産業、大量輸送、医療あるいはその他の危険が伴うアプリケー

ションを用途として開発されておりません。オラクル社製品を上述のようなアプリケーション

に使用することについての安全確保は、顧客各位の責任と費用により行ってください。万一か

かる用途での使用によりクレームや損害が発生いたしましても、日本オラクル株式会社と開発

元である2UDFOH#&RUSRUDWLRQ（米国オラクル）およびその関連会社は一切責任を負いかねます。

当プログラムを米国国防総省の米国政府機関に提供する際には、『5HVWULFWHG#5LJKWV』と共に提

供してください。この場合次の /HJHQGが適用されます。

5HVWULFWHG#5LJKWV#/HJHQG

3URJUDPV#GHOLYHUHG#VXEMHFW#WR#WKH#'2'#)$5#6XSSOHPHQW#DUH#%FRPPHUFLDO#FRPSXWHU#VRIWZDUH%#DQG
XVH/#GXSOLFDWLRQ#DQG#GLVFORVXUH#RI#WKH#3URJUDPV#VKDOO#EH#VXEMHFW#WR#WKH#OLFHQVLQJ#UHVWULFWLRQV#VHW
IRUWK#LQ#WKH#DSSOLFDEOH#2UDFOH#OLFHQVH#DJUHHPHQW1#2WKHUZLVH/#3URJUDPV#GHOLYHUHG#VXEMHFW#WR#WKH
)HGHUDO#$FTXLVLWLRQ#5HJXODWLRQV#DUH#%UHVWULFWHG#FRPSXWHU#VRIWZDUH%#DQG#XVH/#GXSOLFDWLRQ#DQG
GLVFORVXUH#RI#WKH#3URJUDPV#VKDOO#EH#VXEMHFW#WR#WKH#UHVWULFWLRQV#LQ#)$5#85155:047/#5LJKWV#LQ#'DWD#00
*HQHUDO/#LQFOXGLQJ#$OWHUQDWH#,,,#+-XQH#4<;:,1#2UDFOH#&RUSRUDWLRQ/#833#2UDFOH#3DUNZD\/#5HGZRRG
&LW\/#&$#<73981

このドキュメントに記載されているその他の会社名および製品名は、あくまでその製品および

会社を識別する目的にのみ使用されており、それぞれの所有者の商標または登録商標です。
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1 1 1 1 
使用上の注意

本リリースノートは 2UDFOH;#6HUYHU#IRU#1&5#6957リリース ;13191313製品

セットを特に日本語環境で使用するにあたっての注意事項について解説し

ています。

『2UDFOH;#IRU#,QWHO#81,;+'*28;#,QWHO/#1&5#0305$6/#6&2#8QL[:DUH/

6RODULV#,QWHO,#インストレーション・ガイド#リリース ;1319』と合わせてご利

用下さい。

また、製品メディア中の UGEPV2GRF25($'0(1GRFファイルを必ずお読み下

さい。

次の事項に関し説明します。

• リリース ;13191313製品セット

• アップグレード及びダウングレード・スクリプトの新しいネーミン

グ規則

• サポートする 26バージョン

• ,QVWDOOHUについて前バージョンとの変更点

• 2UDFOHインストール前の設定作業

• インストレーションについての注意事項

• 製品の制限事項および既知の障害
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リリース 8.0.6.0.0 製品セット

製品

2UDFOH#8QL[#,QVWDOOHU 713161313
2UDFOH#2Q0/LQH#7H[W#9LHZHU 413141313
64/-3OXV ;13191313
2UDFOH#IRU#,QWHO#81,;#'RFXPHQWDWLRQ ;131913
1HW; ;13191313
1HW;#3URWRFRO#$GDSWHUV ;13191313

7&32,3#3URWRFRO#$GDSWHU ;13191313
2UDFOH#$GYDQFHG#1HWZRUNLQJ#2SWLRQ ;13191313-8,

6HFXULW\#DQG#6LQJOH#6LJQ02Q ;13191313-8,
&OLHQW#6RIWZDUH ;13191313
1HW;#([WHUQDO#1DPLQJ#$GDSWHUV ;13191313
0LJUDWLRQ#8WLOLW\=#2UDFOH:#WR#2UDOFH; ;13191313
3/264/ ;13191313
2UDFOH;#(QWHUSULVH+5'%06, ;13191313
2UDFOH#,QWHOOLJHQW#$JHQW ;13191313
2UDFOH#'DWD#*DWKHUHU ;13191313
2UDFOH#3DUDOOHO#6HUYHU#0DQDJHPHQW#&RPSRQHQWV ;13191313
2EMHFW#7\SH#7UDQVODWRU# ;13191313
2UDFOH#&DUWULGJHV ;13191313

2UDFOH#&RQ7H[W#&DUWULGJH 517191314
2UDFOH;#9LVXDO#,QIRUPDWLRQ#5HWULHYDO+9,5,#&DUWULGJH ;13191313-4,
2UDFOH;#6SDWLDO#&DUWULGJH ;13191313-4,
2UDFOH;#,PDJH#&DUWULGJH ;13191313
2UDFOH;#7LPH#6HULHV#&DUWULGJH ;13191313-4,

3UHFRPSLOHUV ;13191313
3UR-&2&.. ;13191313
3UR-&2%2/ 41;15;1313
3UR-&2%2/ ;13191313

2UDFOH#1DPHV ;13191313-6,
25$&/(#1/6#/LEUDULHV#DQG#8WLOLWLHV ;13191313-7,
25$&/(#&RUH#/LEUDULHV ;13191313-7,
2UDFOH#6HUYHU#0DQDJHU 613191313-5,
2UDFOH#7UDFH 713131314-7,

備考

コンポーネントは、製品メディアに含まれる製品コンポーネントの一覧を記載し

たもので、製品ライセンスとは対応していません。

-4,　日本ではサポートされません。

-5,　2UDFOH;#(QWHUSULVH+5'%06,と同時にインストールされます。



使用上の注意 1-3

-6,　1HW;と同時にインストールされます。

-7,　インストレーション時に選択できるものではありません。

-8,　対応する 1HWZRUNソフトが導入されている必要があります。



  Oracle8 リリース・ノート1-4

アップグレードおよびダウングレード・スクリプトの新しいネーミング規則

2UDFOH;#リリース ;1319では、アップグレードおよびダウングレード・スクリプ

トのネーミング規則が新しくなっています。

スクリプト名には、&$7-164/形式を使用しません。新しいネーミング規則の

スクリプトを使用すると、あるリリースから別のリリースへ直接移行することが

できます。

アップグレード用のスクリプトには 8-164/形式、ダウングレード用のスクリ

プトには '-164/形式の名前が付いています。

次の 5つの表に、アップグレード用およびダウングレード用の新しいスクリプト

名を示します。

;1319へアップグレードする対象 実行するスクリプト

;1316 83;33363164/

;1317 83;33373164/

;1318 83;33383164/

;1319からダウングレードする対象 実行するスクリプト

;1316 '3;33363164/

;1317 '3;33373164/

;1318 '3;33383164/
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サポートする OS バージョン

対応 26は、#1&5#0305$6バージョン 6135です。

オペレーション・システムとパッチ・レベルの要件については、『2UDFOH;#6HUYHU

IRU#,QWHO#81,;+'*28;#,QWHO/#1&5#0305$6/#6&2#8QL[:DUH/#6RODULV#,QWHO,#イ

ンストレーション・ガイド　リリース ;1319』の第 4章を参照して下さい1
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Installer について前バージョンとの変更点

2UDFOH;#リリース ;13の ,QVWDOOHUは、以前のバージョンのものと比較してユー

ザー・インタフェースが変更されています。以下に 2UDFOH;#リリース ;13の

,QVWDOOHUで変更された箇所を説明します。

Default Install と Custom Install について

日本語のメッセージをインストールしたり、86:$6&,,以外のデータベース・

キャラクタ・セットを使用するためには、「,QVWDOO#7\SH」画面にてµ&XVWRP

,QVWDOOµを選択してください。

製品選択の階層について

インストールする製品の選択が階層表示になりました。（製品名の左にあるプラ

ス記号+.,によって示されています。）

例えば#3UR-#シリーズプリコンパイラの各製品をインストールするには、まず

「3UHFRPSLOHU」をダブルクリック（キャラクタ・モードでは、「リターン」）

をし、そのうえで「3UR-&」など個々の製品を選択してください。

「3UHFRPSLOHU」だけを選択しても、3UR-&など各製品はインストールされませ

ん。
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Oracle インストール前の設定作業

41# 現在の 2UDFOH#,QVWDOOHUは日本語環境では使用できません。日本語環境に

インストールする場合、あらかじめ環境変数 1/6B/$1*を設定解除して

下さい。

#

# 【実行例（Ｃシェルの場合）】

# (#HFKR#'1/6B/$1*

# -DSDQHVHB-DSDQ1-$49(8&

# (#XQVHWHQY#1/6B/$1*

# 【実行例（ＢシェルおよびＫシェルの場合）】

# '#HFKR#´'1/6B/$1*µ

# -DSDQHVHB-DSDQ1-$49(8&

# '#1/6B/$1*# $PHULFDQB$PHULFD186:$6&,,>#H[SRUW#1/6B/$1*

#

51# 環境変数/$1*を設定していると再リンク時にエラーになることがありま

すので、あらかじめ環境変数 /$1*を設定解除して下さい。

#

# 【実行例（Ｃシェルの場合）】

# (#HFKR#'/$1*

# MDSDQHVH

# (#XQVHWHQY#/$1*

# 【実行例（ＢシェルおよびＫシェルの場合）】

# '#HFKR#´'/$1*µ

# MDSDQHVH

# '#/$1* &>#H[SRUW#/$1*
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#

インストレーションについての注意事項

2UDFOHをインストールする上で、既知の障害および注意事項について以下に説

明します。

README.FIRST ファイル

このファイルには、リリース ;1319の最新情報および制限事項が記述されていま

す。2UDFOH#,QVWDOOHUを起動すると、このファイルが表示されます。注意してお

読み下さい。

De-Install について

全ての製品を 'H0,QVWDOOした場合、最後に以下のようなエラーが出力される事

があります。

(UURU

,QVWDOODWLRQ#RI#VKDUHG#RUDFOH#OLEUDU\#WR#EH#XVHG#IRU#3UR-&/#2&,#DQG#;$#FOLHQWV#KDV
IDLOHG1

3OHDVH#UXQ

PDNH#0I#LQVBUGEPV1PN#FOLHQWBVKDUHGOLE

LQ

2RUD;392DSS2RUDFOH2SURGXFW2;13192UGEPV2OLE

DIWHU#H[LWLQJ#LQVWDOOHU#VHVVLRQ1

´2.µを押下すると、「6RIWZDUH#$VVHW#0DQDJHU」画面に戻りますので、µ([LWµ

して 'H0,QVWDOOを終了し、81,;コマンドµUP#0Uµを使って 2UDFOHをインストー

ルしたディレクトリを削除して下さい。
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製品の制限事項および既知の障害

既知の障害および制限事項については、各製品ごとの GRFディレクトリ下のオン

ライン 5($'0(ファイルを必ずお読みください。

オンライン 5($'0(ファイルに記載以外の日本語環境での既知の障害および

制限事項について以下に記述します。

Precompiler について

製品の GHPRプログラムおよびファイルは参考用です。そのままでは動作しない

ものがあります。

製品のソフトウェア要件の詳細については、『2UDFOH;#6HUYHU#IRU#,QWHO

81,;+'*28;#,QWHO/#1&5#0305$6/#6&2#8QL[:DUH/#6RODULV#,QWHO,インスト

レーション・ガイド　リリース ;1319』を参照して下さい。

なお/#サポート対象となるコンパイラのバージョンに関しては/#コンパイラの提

供ベンダーが上位互換を保証している場合は/#下位バージョンのコンパイラに対

して 3UHFRPSLOHUがサポートしている範囲において/#上位バージョンのコンパイ

ラについてもサポート対象とします。

コンパイラの互換性については/#コンパイラの提供ベンダーもしくはご購入元に

お問い合わせください。

Migration Utility

• 0LJUDWLRQ#8WLOLW\にて移行できる2UDFOH:#6HUYHUのリリースは:1419/#:1516/

:1616/#:1617です。

 但し、レプリケーション環境を使用しているデータベース（読み出し専用

スナップショットを除く）を移行する場合、必ず 2UDFOH:リリース :1616以

上 （リリース :1617を推奨）に移行してから、2UDFOH;への移行を行って

下さい。

• データベース・キャラクタ・セットと 1/6B/$1*環境変数のキャラクタ・

セットが一致していないとデータベースを正常に移行できません。必ず同

一のキャラクタ・セットを設定していることを確認してから0LJUDWLRQ
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8WLOLW\を起動して下さい。

• 0LJUDWLRQ#8WLOLW\を起動するには、2UDFOH#,QVWDOOHUからとコマンドライン

からの 5通りの方法がありますが、86:$6&,,以外のキャラクタ・セット

のデータベースに対しては、2UDFOH#,QVWDOOHUから起動すると正常動作

しません。0LJUDWLRQ#8WLOLW\はコマンドラインから起動して下さい。

Oracle7 からの移行について

リリース :13のデータベースから 2UDFOH;へ移行する場合は、0LJUDWLRQ#8WLOLW\

は使用できません。

サイズが大きいファイルの扱いについて

2UDFOH;では、非常に大きいサイズのファイル（5*%以上）が 5$:デバイス上

でサポートされています。

Net8 OpenAPI のサポートについて

1HW;#2SHQ$3,はサポート対象外です。

英語オンラインドキュメントの扱いについて

&'媒体上の英語のドキュメントと同一のドキュメントが日本語で提供されて

いる場合は、日本語版を参照してください。

エクスポートのメッセージについて

以下のような日本語メッセージの表示に不具合があります。

「µ[[[µ」には、文字列が挿入されます。

エラー番号 誤 正

(;3033547 表領域µ[[[µをエクスポートしてい

ます

表µ[[[µをエクスポートしています


